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評価要素 ３次元データ活用効果（例） 工事における評価尺度

省力化
３次元起工測量により測量作業や
測量計算の作業が不要

省力化した作業の短縮日数

迅速化
３次元モデルを用いる事で関係機
関との協議が迅速化

協議や手戻りの防止による短縮日数

効率化
ＩＣＴ施工を実施することで日当
たり施工効率が向上

施工工程の短縮日数
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１．はじめに 

国土交通省においては、i-Construction（うちICT

の全面的活用）の推進に必要な基準類の整備を順次

進めている。平成27年度には、ICT土工の3次元設計、

施工管理、監督・検査に必要な15の基準類の整備を

行った。これに引き続き、平成28年度には、土工同

様、ICT舗装工事に必要な基準類の整備を行ったとこ

ろである。 

引き続き、ICTの全面的活用を推進するにあたり、

構造物をはじめとした他の工種へICT活用工事に関

係する基準類を展開するとともに、一層の生産性向

上を目指してPDCAサイクルを廻すためには、建設生

産性向上効果の定量的な把握が必要である。 

２．研究の概要  

 本研究においては、(1)ターゲットとなる工種の選

定、(2)工種における全体プロセスの把握、(3)プロ

セスからICTを活用することによる生産性向上効果

の高いシーンの抽出、(4)それぞれのシーンでの効果

の試算、の手順で作業を進めている。 

(1) ターゲットとなる工種の選定 

ターゲット工種として、現在のICTを活用した施工

実態、今後のICT化・基準類検討動向等を踏まえ、土

工、舗装工、護岸工、トンネル工の4工種を選定した。 

(2) 工種における全体プロセスの把握 

(1)で選定した4工種において、設計→施工→維持

管理にわたる全体プロセスを整理する。 

(3) プロセスからICTを活用することによる生産性

向上効果の高いシーンの抽出 

(2)で整理したプロセスから、ICTを活用すること

により生産性向上効果の高いもしくは高いと想定さ

れるシーンを複数抽出している。 

 

表1 生産性効果の向上が見込まれるシーン（例） 

(4) それぞれのシーンでの効果の試算 

(3)で抽出したシーン毎に、実際の工事に照らし、

具体の生産性向上効果の試算を行う。試算要素とし

て、「省力化」「迅速化」「効率化」の3要素に着目

することを想定している。 

表2 生産性向上の評価要素（案） 

 

３．これまでの成果 

対象4工種それぞれ1現場について、実態調査を通

じて、生産性向上シーンの検証、向上効果の試算を

行っているところである。試算にあたっては、直轄

事業の契約変更（工期・契約額）の実績等を参考に、

生産性向上の程度を数値化する予定である。 

４．今後の研究について 

これまでの成果を踏まえ、平成30年度以降、対象

工種・シーンを拡大し、試算を継続的に進め、事例

集として整理するとともに、蓄積された事例集をも

とに、一般的な生産性向上効果の算定ツールとして

整理することを目指す。 
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